
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
養液が貯蔵されている養液貯蔵タンクと、
前記養液貯蔵タンクより高いところに設置され、植物が植えられた培地セルが入れられた
通気植木鉢と、
前記通気植木鉢と前記養液貯蔵タンクとの間に設置され、内部に高密度水分吸収材が充填
された蛇腹管と、該蛇腹管の表面に巻き取られた高密度水分吸収材が充填された螺旋管と
を有する養液供給台と、を備えた

ことを特徴とする底面灌水法を用
いた植物栽培装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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、底面灌水法を用いた植物栽培装置であって、
前記培地セルは、植物の植えられる培地が、ココナッツピート、パーライト、又は焼きも
み殻を主原料とする混合物でなる人工培地であり、該人工培地が包装シートにより包装さ
れて一定した形態を維持するようになっており、前記包装シートには複数個の通水孔が穿
孔され、苗木又は種を植えるための切開案内部が形成されてなるものであり、
前記包装シートは、内部包装シートと外部包装シートでなり、前記内部包装シートにより
人工培地が１次包装された状態で外部包装シートにより２次包装され、前記内部包装シー
トは水分と空気の疎通が円滑な材質でなり、前記外部包装シートは内部の培地を一定した
形状に維持させるように所定の強度を有する材質で作られ、前記通水孔と切開案内部が内
部包装シート及び外部包装シートを貫通して形成された



【発明の属する技術の分野】
本発明は、底面灌水法を用いた植物栽培に係るもので、特に、植物の根部分に常に養液と
空気が供給されるようにして、植物の成長環境を常に最適環境に維持することができる底
面灌水法を用いた植物栽培装置とこれを用いた植物栽培方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、観賞用及び食用のような植物を栽培する方法は色々な方法がある。例えば、植物
を培地に植えて栽培する培地栽培法と、植物の成長に必要な栄養素の混合された養液を供
給して栽培する養液栽培法とがある。
一方、前記培地栽培法は、一般の土を用いるか、又は、人工培地を用いるが、在来式方法
により一般の土に植物を植えて栽培するにおいては、水分と栄養分の供給及び植物の根に
必要な空気の供給が円滑でなくて、植物を速い速度で成長させることができないという問
題点があった。
【０００３】
そこで、植物を速成栽培しようとする場合、あるいはその他に特殊栽培をしようとする場
合は、植物の成長に必要な栄養分の混合された養液を供給する養液栽培法が使用される。
前記養液栽培法は、植物の根が直接に養液に接した状態に成長する水耕栽培法と、植物の
根が培地に植えられて支持された状態に成長する培地耕栽培法と、がある。
このような培地耕栽培方法において植物の成長に必要な水（養液）を供給する方法は、植
物の上方（葉の方）で散水する散水方法、水を植物の上方で落下させて植物の根のみに散
水する点滴方法、及び植物の下方（根）で水を供給する底面灌水方法がある。
【０００４】
ところが、前記散水方法は、植物に供給する養液に含まれた成分中にその一部が植物の葉
に触れると、植物の葉に良くない影響を与える場合があるだけでなく、植物の根に必要な
水の供給周期を正確に調節しなければならないという不便さがある。
前記点滴方法は、養液を植物の根部分のみに落下させるための設備が必要であるため、多
くの設備とそれに従う費用が要求され、植物の根に必要な水の供給時間を正確に調節しな
ければならないという不便さがある。
一方、前記底面灌水法は、必要とされる場合に根部分のみに水を供給する方法であって、
多くの設備を必要とせず、植物の根が呼吸できるように調節することが可能であるという
長所を有して、効果的且つ実用的な方法である。
しかし、前記底面灌水法を用いる場合において、植物の根に水を過剰に供給しても問題が
発生する。即ち、植物の根部分に常に水と空気が一緒に供給されなければ、植物が正常に
成長することができないと共に、速く成長することもできない。
【０００５】
そこで、底面灌水栽培法と養液栽培法で植物を栽培するには、植物の根部分に水分と空気
を充分に供給することが非常に重要な要素となる。
このように養液を用いて底面灌水栽培法により植物を栽培するためには色々の環境が必要
とされるのに、一般の養液栽培の際に使用する人工培地をそのまま使用する場合、上記の
ような要求環境を好ましく作ることができないため、底面灌水栽培法を効果的に使用する
ことができない。
そして、通常の人工培地を使用する場合は、植木鉢のような所定形状の容器に培地をその
まま入れ、該人工培地に植物を植えて栽培しているが、このように人工培地をそのまま使
用する場合は、前記人工培地が一定した形状を有していないため、植物の種及び苗木を成
長させた後別の所に移植しなければならないときには、植物が植えられていた人工培地が
変わることに起因して、それに伴う問題点が発生している。
【０００６】
通常の人工培地は一般の土のようなばらの状態であるか又は定形化されていても、容易に
潰されるか定形化されたものが乱れるため、植物の植えられた人工培地をそのまま取って
移すことができなかった。
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それで、花卉作物を毎日生産する花卉園では、生産地で初めから花卉植物の苗木及び種を
育てなければならない。このとき、苗木及び種が完全に成熟されるまでの間には、前記苗
木及び種が植えられた花卉台では花卉が生産されていないため、非生産的だという問題点
があった。
【０００７】
このような問題は、上記のように苗木及び種が発芽して成長された培地をそのまま移すこ
とができないため、成長された花卉植物の植えられた培地を別の場所に移動させることが
難しいという問題点に起因している。
又、植物の成長には水分と必要な養分の供給の以外にも、大部分の花卉作物においては根
部分に充分な量の空気が供給されるべきである。
即ち、底面灌水栽培法では、必ず植物の根が呼吸できる時間が必要であり、季節と気温及
び植物の種類に従い少しずつ差があるが、深刻な場合には植物の根が数分程呼吸しなくて
も損傷を受けることがある。したがって、底面灌水法を用いて植物を効率的に栽培するた
めには、植物の根部分に養液の供給と空気の供給が正確な時間内に交互に供給されるよう
に調節しなければならない。
【０００８】
このような問題を解決するため、従来は、植木鉢の下方に養液が注入される空間を設け、
該空間内に養液を所定時間毎に供給及び排出するか、又は養液の貯蔵された養液貯蔵タン
クの上の水面上に植物の植えられた植木鉢を所定間隔だけ離して配置した状態で、前記植
木鉢の下端に水分の吸収性が良い芯を挿入設置し、前記芯の下端が植木鉢の下方にある養
液貯蔵タンク中に浸されるようにして、前記芯が養液を吸収して植木鉢内の培地に供給す
る方法がある。
【０００９】
しかし、前記方法は、養液が常に供給される状態であるために植物が水分と栄養分を必要
とするときはいつでも吸収できるという長所があるが、培地中に空気を供給する問題が完
全に解決されておらず、又、養液貯蔵タンク上に芯の設置された植木鉢を設置するための
構造物が必要であり、このような構造物は多くの植物を同時に栽培する場合には特別な機
構が必要であるという短所がある。
【００１０】
一方、植物の成長環境中においては温度も非常に重要な要素であり、冬のように気温が低
い場合には、温室を作ってこの温室で植物を栽培している。根本的に植物の成長において
は根部分での温度が一番重要なのであるが、一般の暖房方式は植物の生育に一番重要な根
部分の温度に合わせて温室の全体温度を上げているため、温室の全体を暖房するに多くの
費用が必要とされて経済的に不利だという問題点があった。このような問題点を解決する
ため、温室内部の温度は適切に維持させた状態で植物の根部分のみの温度を上昇させるの
が好ましい。
他方、一般に養液を用いて作物を栽培する場合、夏には気温が上昇すると養液の温度が上
昇し、それに従い養液中に含有された溶存酸素量が減少する。
【００１１】
又、夏の強い日照に従う高温で根の呼吸作用が旺盛に起こるが、上記のように溶液中に含
有された溶存酸素量が不足した場合は、植物の根部分で吸入する酸素量が不足して、根の
生育が顕著に不良になり、よって、植物が茶色に変色するか窒息死する現象が発生して、
植物の生育に莫大な支障をきたす。
例えば、バラの場合、上記のような現象に起因して夏には高品質のバラを生産することが
不可能であると認められていた。
【００１２】
このような問題を解決するための一つの方法として、蒸留水に過酸化水素を混合させたも
のを養液中に混合して、養液中に多量の酸素を供給する方法があるが、このような方法は
その過程が大変煩雑で、規模の大きい農家においては適切でないという問題点があった。
一般に、温度が１０℃上がると、根の呼吸が数倍に増加し、温度が上がるほど溶液中に含
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有された溶存酸素量は顕著に減少して、その結果、植物の根部分に酸素不足の現象が発生
する。
根部分の溶存酸素が２ｐｐｍ以下になると、生育が顕著に不良になり、０．５ｐｐｍ以下
になると、成長が停止して根の先端部が枯死し、商品生産性が顕著に落ちるようになる。
【００１３】
又、花卉及び観葉植物などで建物の室内や周囲を装飾する場合、花卉及び観葉植物を植え
た水盤（植木鉢）が地面より高い所に設置されるか、植物が植えられた水盤を多段に高く
設置する場合がある。このように植物が植えられた植木鉢が地面より高い所に位置するか
、植木鉢が多段に配置された場合は、植物の成長に必要な水を植物の根の方から供給する
底面灌水法を使用することが困難であるという問題があった。
【００１４】
このような問題を解決するため、動力揚水機を用いて養液の貯蔵された水源より高い所に
位置する植木鉢などに水を供給する。
しかし、この装置は、揚水機を手段として使用するため、動力が必要であり、揚水機に供
給される水の量を植物の特性に従い常に正確に供給するようにするための水位感知センサ
のような付加手段が必要であるという短所があった。
更に、このようなセンサを用いても植物の成長に必要な水分を供給すると共に、植物の根
が呼吸できる時間を正確に合わせることが難しいという問題点があった。
【００１５】
一方、上記のように揚水機を使用せず、綿及びスポンジのような芯を用いて水源からの水
が高い所に位置した作物に供給されるようにする方法が考えられるが、一般の大気圧下で
綿及びスポンジのような材質の芯を用いて低い所の水を高い所に誘導するには限界がある
。即ち、前記芯のような材料をそのまま使用すると、通常１０ｃｍほどの高さまでしか水
を引き揚げて誘導することができない。
そこで、作物が水源から１ｍ以上～数ｍの高さに配置された場合は、作物に適正量の水を
効果的に供給するための現在まで知られた方法としては、上記のように動力揚水機を使用
する方法がある。
然るに、前記動力揚水機を用いた場合は、培地に常に養液と空気を一緒に供給可能な植物
栽培方法を採択することができないという問題点がある。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、人工培地を用いた植物栽培法において発生する問題点を解決することに
より、孔隙率が高く水分排水性に優れた人工培地を用いて植物を栽培しながら、人工培地
に植えられて成長した成木を別の所に移動させることができるように定形化すると共に、
養液の吸収作用と空気の疎通作用が円滑となるように培地セルを備えた植物栽培装置を提
供することにある。
【００１７】
本発明の第２の目的は、内部に前記培地セルが入れられた状態で外部と養液が疎通される
ようにし、培地セルに植えられた植物の根に充分な量の空気が疎通されるようにして、３
６５日２４時間の間に持続的に養液と空気が同時に供給されて植物を高速成長させること
ができる植物栽培装置を提供することにある。
【００１９】
本発明の第４の目的は、植物の植えられた植木鉢が多段に配置されるか、植木鉢が植物の
成長に必要な養液の貯蔵された筒と所定以上の間隔を置いて高い所に配置された場合、多
段の植木鉢及び高い所の植木鉢に養液を自動に供給できる植物栽培装置を提供することに
ある。
【００２０】
本発明の第５の目的は、培地に植えられた植物の根に常に養液と空気を持続的に供給して
、植物が最適の状態で成長できる常時養液供給式植物栽培装置を提供することにある。
【００２１】
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【課題を解決するための手段】
このような目的を達成するため本発明は、植物が植えられた培地の下方から植物の成長に
必要な水分又は栄養分を供給して植物を成長させる底面灌水法を用いた植物栽培装置にお
いて、植物を植えるための培地はココナッツピート、パーライト、又は焼きもみ殻などを
主原料とする混合物でなる人工培地であり、前記人工培地が内部包装シートにより１次包
装された状態で外部包装シートにより２次包装され、前記内部包装シートは水分と空気の
疎通が円滑な材質でなり、前記外部包装シートは内部の培地を一定した形状に維持させる
所定の強度を有する材質でなり、前記外部包装シートの下段に複数個の通水孔が穿孔され
、外部包装シートと内部包装シートの上面に苗木又は種を植えるための切開案内部が形成
された培地セルでなることを特徴とする。
このような培地セルを用いることにより、上記の問題点を解決することができる。
【００２２】
又、前記培地セルはそれ自体のみで使用するか、又は本発明に係る通気植木鉢に入れて使
用して、植物の根に養液と空気が常に供給されることにより、植物の根が乾燥又は過湿に
よるストレスを受けない環境に維持することができて、植物の成長を高速に促進させる。
本発明に係る通気植木鉢はその側壁に複数個の通気孔の穿孔された構造になっている。
前記通気孔は、植木鉢のサイズに従いその形成位置及び個数が違ってくる。小規模の植木
鉢においては植木鉢の側壁全体に通気孔の穿孔されたものを使用し、大規模の植木鉢にお
いては通気植木鉢の全体の容積の中の下方から約１／３に該当する地点よりも高い所から
植木鉢の底面に至るまで複数個形成して使用する。例えば、側壁に複数個の孔が形成され
たビニル籠のようなものを前記植木鉢の代わりに使用することができる。
【００２３】
ここで、前記通気孔の形成基準は植木鉢のサイズと植物の大きさに従い異なるが、大抵植
木鉢の内部に安置された本発明に係る培地セルにおいて充分な毛細管現象が起こるか否か
に従い、植木鉢の側壁全体に通気孔が形成されたものを使用するか、又は上記のように植
木鉢の容積の下方から１／３を区画する境界線よりも高い所から下に通気孔が形成された
ものを使用すればよい。
そして、このような通気植木鉢又は培地セルを養液の入れた別途の養液貯蔵タンク内に挿
入し、その体積の１／３を養液貯蔵タンクの溶液中に浸すと、養液貯蔵タンク中の養液が
常に培地セルに植えられた植物の根に供給されると共に、培地の養液中に浸さない部分を
通して空気も一緒に供給されて、植物の根が乾燥又は過湿によるストレスを受けず常に養
液を吸収しながら呼吸するので、植物を常に最適の成長状態に維持させることにより高速
成長することができるようになる。
【００２５】
一方、前記通気植木鉢が養液貯蔵タンクより高い所に設置されて一段又は多段に配置され
た植木鉢台においては、通気植木鉢と養液貯蔵タンクとの間に養液を自動循環供給するた
めの養液供給台を設置して使用できるが、この際、前記養液供給台は内部に高密度水分吸
収材が充填された蛇腹管（ｂｅｌｌｏｗＳ：ベローズ）と、前記蛇腹管の表面にも高密度
の水分吸収材が充填された螺旋管が巻き取られた構成にすることができる。
【００２６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について説明する。
図１及び図２は、本発明に係る培地セルＳの斜視図であって、図示したように、前記培地
セルＳは培地１が包装シートにより一定した形態を維持するように包装されている。前記
包装シートは１重にするが、必要に応じて内部包装シート３により１次包装された状態で
外部包装シート５により２次包装された構造にすることも可能である。
【００２７】
ここで、前記培地１は、通常の土でない人工培地であって、栽培しようとする植物、即ち
、作物の形態毎にその成分が異なるが、基本的に水に混合されて植物に供給される養液と
化学反応を起こさない無機材質の混合物でなり、その主な原料は通常ココナッツピート、
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パーライト又は焼きもみ殻などの混合物を使用する。
このような人工混合培地は、上記のように養液と化学反応を起こさず、植物の根が支持さ
れるようにし、又自然物をそのまま利用するので、自然環境に対する公害も発生しない。
さらに、前記人工混合培地１は、水分の吸収率と排水率に優れているのみならず、孔隙率
が大きくて植物の根が空気と充分に接する環境を組成し得るという長所があるので、一般
の土壌よりも植物の成長環境を最適に維持できるという長所がある。
【００２８】
そして、前記人工混合培地１は、一定した形態を持っていないばらの状態のそのままを水
盤又は植木鉢に入れて使用することができるが、上記のように内部包装シート３と外部包
装シート５を使用して必要に応じて図１に示したような四角形又は図２に示したような円
形の形状に作って、植物が植えられた状態でもこの形状をそのまま維持できるように定形
化させることが可能なのである。
【００２９】
一方、前記内部包装シート３は一つの材質でなる包装シートだけを使用することができ、
必要に応じては上下部包装シート７，９が互いに分離された構造にすることもできる。
この場合に上部包装シート７は、不織布を用いて内部の培地１を充分な支持力で支持して
一定した形状を維持するようにし、養液を供給する灌水方法にかかわらずに前記人工培地
１に植えられた植物に養液が均衡に供給されるようにする。前記下部包装シート９は、微
細な紡糸構造の織物が使用できるが、前記紡糸織物も養液の供給と空気の疎通を円滑にす
る一方、排水性を向上させ、植物の成長に従う流動性を付与すると共に、植物の根部分の
成長、発達、消滅の過程で生成される有機物が容易に排出されるという効果が得られる。
【００３０】
一方、前記外部包装シート５は、全体的に内部の培地１を一定した形状に維持させる所定
の強度を有する材質を使用するのが好ましいが、例えば、外面は白色で内面は黒い色の二
重ビニルのような材質を使用することができる。
このような二重ビニルは熱を遮断するため培地の湿度維持及び地下部の温度維持に助けに
なり、雑草と苔を遮断すると共に植物の根が成長するに適合した環境条件を維持すること
ができる。したがって、苗木から成木まで長期的に植物を栽培する場合に採用するのが好
ましい。
このような材質で作られた外部包装シート５はその外面の下段に複数個の通水孔１１を穿
孔して該通水孔１１を通して養液が自由に出入り可能にすることが好ましい。
【００３１】
そして、前記外部包装シート５の上段に切開案内部１３を予め形成しておき、培地１に苗
木及び種を植えるに際して前記切開案内部１３を開いて内部の培地１を露出させた後前記
培地に植物を植える。
このように本発明に係る培地セルＳは、一定の形態を有しないばらの状態の人工培地を必
要に応じた形状に定形化させることができ、その形状が容易に乱れないようにすると共に
、前記培地セルＳに植えられた苗木が完全に成木に成長した後に場所を移動しようとする
ときにも前記培地セルＳをそのまま取って移せばよいので、成木の移動が容易であるとい
う長所がある。
【００３２】
一方、図３には本発明に係る通気植木鉢２１が図示されている。前記植木鉢２１の基本的
な構造は、植木鉢の表面に複数個の通気孔２３が穿孔された構造である。前記通気孔２３
は植木鉢２１がその基本的な形態をそのまま維持しながら、その側壁に内部と疎通する複
数個の通気孔２３が穿孔された形態であればよい。
以下、詳しく説明する。
【００３３】
前記通気孔２３は植木鉢のサイズに従いその形成位置及び個数を異にする。即ち、小規模
の植木鉢においては植木鉢の側壁の全体に通気孔２３が穿孔されたものを使用し、大規模
の植木鉢においては通気植木鉢の全体の容積の中の下方から約１／３に該当する地点より
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も高い所から植木鉢の底面に至るまで複数個形成して使用する。例えば、側壁に複数個の
孔が形成されたビニル籠のようなものを前記植木鉢の代わりに使用することができる。
ここで、前記通気孔２３の形成基準は植木鉢のサイズと植物の大きさに従い異なるが、通
常は植木鉢の内部に安置された本発明の培地セルで充分な毛細管現象が起こるか否かに従
い、植木鉢の側壁全体に通気孔が形成されたものを使用するか、又は上記のように植木鉢
の容積の下方から１／３を区画する境界線よりも高い所から下に通気孔が形成されたもの
を使用すればよい。
【００３４】
このような本発明の通気植木鉢２１は、本発明で非常に重要な役割をするものであって、
前記通気植木鉢２１内に図５に示したように、本発明に従い定形化された培地セルＳを入
れた状態で、図６に示すように、植物の成長に必要な栄養分が含有された養液の入った別
途の養液貯蔵タンク２５内に前記通気植木鉢２１全体を入れておくと、前記養液貯蔵タン
ク２５に入っている養液が前記通気孔２３を通して通気植木鉢２１内の培地セルＳに植え
られている植物の根に供給される。
【００３５】
前記養液貯蔵タンク２５内に通気植木鉢２１を入れるときは、図６に示すように、通気植
木鉢２１の全体の容積の中の下方から約１／３を区画する境界線より下方の部分のみを養
液貯蔵タンク２５内の養液中に浸すようにして、前記境界線より上方の部分に形成された
通気孔２３は養液中に浸されず大気中に露出される。
したがって、前記境界線より下方の通気孔２３を通しては養液が自由に出入りし、溶液中
に浸されない前記境界線より上方の通気孔２３を通しては空気が自由に疎通される。
【００３６】
一方、前記通気植木鉢２１内に入れられた培地セルＳは、既に充分に説明したように、外
部包装シート５と内部包装シート３及び培地１が通気性と水分吸収性を持っているので、
前記通気植木鉢２１の通気孔２３を通して流入された養液が培地セルＳに充分に供給され
る。
したがって、前記通気植木鉢２１の通気孔２３を通して流入される養液と空気が通気植木
鉢２１の培地セルＳに植えられた植物の根に毛細管現象により充分に供給されることとな
り、常に植物の根部分に養液が供給され、同時に空気も疎通されて、前記通気植木鉢２１
を養液の貯蔵された養液貯蔵タンク内に入れた状態で植物を栽培することができる。
【００３７】
このように植物の根部分に養液と空気が同時に３６５日２４時間持続的に供給されて、植
物がこれらの成分を必要とするときに最大限に摂取することができるので、植物の根が常
に乾燥又は過湿によるストレスを受けない健康な環境が維持され、植物の成長を最大限に
誘導して植物を高速で成長させることになる。
実際試験の結果、本発明による方法を使用すると、既存の一般の方法を用いては栽培でき
ないほどの大きさに成長させることができるのは勿論で、成長速度も最小限２倍以上に速
くなったことが立証された。
【００３８】
一方、前記通気植木鉢２１の具体的な実施例が図３及び図４にそれぞれ図示されている。
図３に示した実施例の通気植木鉢２１は、その容積の中の下方から約１／３に該当する地
点を境界線とする高さｈよりも一層高い所からその下の植木鉢２１の底面に至るまで複数
個の通気孔２３が穿孔された構造になっている。即ち、図３に示すように、前記通気孔２
３を、高さｈよりも高い所から垂直方向の下方に複数個穿孔された構造にするか、又は、
図６に示すように、前記境界線の高さｈから下方にジグザグ形態に形成する。
又、図４に示すように、前記通気孔２３を植木鉢２１の底から前記境界線の高さｈよりも
高い所に至るまで長い長孔の形状に形成することもできる。
そして、図４に示した通気植木鉢の構造では、前記通気孔２３を植木鉢の外周に沿って所
定間隔を置いて複数個配列形成するのが好ましい。
又、図面に図示していないが、小型植木鉢の場合においては前記通気孔２３が植木鉢の全
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体側壁面に均一に形成された構造にすることもできる。
【００３９】
図７は、本発明に従い植木鉢２１に入れられた培地セルＳの内部に冷却／加熱機構を設置
した構成を示した図で、前記冷却／加熱機構は冷却空気又は加熱空気を選択的に移送しな
がら、前記培地セルＳの内部に空気を供給する冷却／加熱空気パイプ３１及び前記パイプ
３１に連結された冷却／加熱水供給装置（図示せず）と空気供給装置（図示せず）で構成
される。
一方、前記パイプ３１は植木鉢２１及び培地セルＳのサイズに従い一つ又は幾つかを配置
させて、培地セルＳ全体に冷却空気又は加熱空気を供給するのが好ましい。
したがって、本発明による冷却／加熱機構が設置された植物栽培装置は、夏や冬のように
気温が高すぎるか又は低すぎる場合に、パイプ３１を通して冷却空気又は加熱空気を供給
して、植物の根が呼吸するに必要な酸素を最大限に供給する。
【００４０】
そして、上記のようにパイプ３１を設置する場合、培地セルＳと植木鉢２１との間に空気
の疎通を助けるための砂利３３を設置する一方、図７に示したように植木鉢が大型である
場合に培地セルＳの他に培地１を補充して使用することができる。
又、前記植木鉢２１の内部に空気供給パイプ３１で供給される空気の流れを誘導するため
の空気誘導用植木鉢３５を設置して使用することができる。
【００４１】
図８に示す本発明に係る装置は、培地セルＳが充填された通気植木鉢２１が多段に設置さ
れ、下段に養液貯蔵タンク４１が配置され、前記養液貯蔵タンク４１と前記それぞれの通
気植木鉢２１との間に養液を供給するための養液供給パイプ４３が設置され、前記養液供
給パイプ４３の下段に養液供給用モータ４５が設置された構造になっている。
【００４２】
このような構造でなる本発明に係る装置は、前記養液供給用モータ４５が作動して養液貯
蔵タンク４１から引き上げられた養液を多段に設置されたそれぞれの植木鉢２１に一定に
供給するものである。
前記モータ４５は、植木鉢２１の内部に設置された水位感知センサ（図示せず）からの信
号に応じて自動的に動作し、養液貯蔵タンク４１の養液を常に一定した水位となるように
供給する。
したがって、このような養液供給装置が具備された本発明に係る装置おいては、前記植木
鉢２１を養液貯蔵タンク４１、即ち、植物に供給するための水の水源より高い所又は遠い
所に設置することが可能であり、そのような構成とした場合においても、人がいちいち水
を供給しなくても植物の成長に必要な水分を常に供給することができ、植物は常に最適の
状態で水分を吸収することができる。
したがって、市街地及び花装飾台に植えられた花卉の場合においても、花や植物が水分の
不足で生育不良となったり、乾燥して枯死したりするなどの現象が発生しなくなる。
【００４３】
図９に示す本発明に係る装置は、図８に示した養液供給装置を変形した例を示した図で、
この変形実施例は前記培地セルＳを入れた植木鉢２１の下方に養液を貯蔵した養液貯蔵タ
ンク４１が所定間隔を置いて配置され、前記養液貯蔵タンク４１と植木鉢２１との間に養
液供給台５１が設置された構造になっている。
ここで、前記養液供給台５１は表面に螺旋突起が形成され、内部に高密度水分吸収材５３
が充填された蛇腹管５５と、前記蛇腹管５５の表面に形成された螺旋突起に沿って巻き取
られ、その内部に高密度水分吸収材５７が充填された螺旋管５９から構成される。
【００４４】
一方、前記養液供給台５１を構成する蛇腹管５５と螺旋管５９に充填された高密度水分吸
収材５３，５７としては、一旦吸収された水は自然状態では容易に漏れないように保持す
ることができる特性を有するもの、例えば高密度スポンジなどのような材質を使用する。
又、前記養液供給台５１の蛇腹管５５内に充填された水分吸収材５３は全体的に直線形態
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に配置されて水の勾配が垂直状態、即ち勾配角度が９０°をなしているが、前記蛇腹管５
５の周りに巻き取られた螺旋管５９は前記蛇腹管５５の螺旋突起に沿って緩慢な角度で密
着して巻き取られているので、勾配角度が非常に小さくなっている。
したがって、上記のような水分吸収材５３，５７自体の特性から一旦吸収された水が容易
に漏れないように保持されることに加えて、上記のような構造にしたことによる構造的特
性から螺旋管５９の水分吸収材５７に吸収された水は一層強力に保持されて容易に下へ漏
れることはないため、培地セルＳに植えられた植物の根で発生する水の吸収力がそのまま
伝達されて、養液貯蔵タンク４１の水が連続的に植物に伝達される。
【００４５】
そして、前記螺旋管５９の上端は培地セルＳ中の培地１に直接に挿入された構造になって
いる。
このような構造でなる本発明に係る植物栽培装置の養液供給装置は、一番最初の状態とし
ては、養液貯蔵タンク４１に充分な量の水を入れると共に、植木鉢２１内の培地１に充分
な量の水を供給する。
そうすれば、前記養液供給台５１の蛇腹管５５と螺旋管５９に充填された水分吸収材５３
，５７が下方で養液貯蔵タンク４１の水を吸収すると共に、上方で植木鉢２１に供給され
た水を吸収する。
【００４６】
このような状態に置くと、前記培地セルＳに植えられた植物の根で発生する水の吸収力に
より前記水分吸収材５３，５７に吸い込まれた水が上方に吸い上げられる。
このとき、前記蛇腹管５５を通して吸収された水は、直ちに培地セルＳの下方から流入し
、螺旋管５９を通して吸収された水は前記螺旋管５９の上部に設置された植木鉢２１を通
過して培地セルＳの下方に流入する。
したがって、水分吸収材５３，５７に吸収された水は直ちに下方に排水されることなく、
漸進的に培地セルＳに植えられた植物の根に吸収され、このような水の吸収は毛細管現象
により水分吸収材５３，５７の下方にまで伝達され、養液貯蔵タンク４１に貯蔵された養
液が水分吸収材５３，５７に吸い込まれる。
したがって、植物の根で発生する吸収力と水分吸収材５３，５７の毛細管現象により別途
の動力なしでも養液貯蔵タンク４１の水が植木鉢２１に貯蔵されながら、植物の植えられ
た培地セルＳに連続的に供給される。
【００４７】
そして、このような水の供給状態は培地セルＳに植えられた植物の成長状態にしたがって
発生する吸収力により決定されるので、水の供給量が適量となり、且つ最適の状態を維持
することができるようになる。
又、前記養液供給台５１を通して培地セルＳに供給される水は培地セルＳの下方のみに供
給され、このように培地セルＳの下方に供給された水は培地セルＳ自体の浸透圧により上
方に植えられた植物の根の方に伝達されるので、養液供給台５１と直接に接していない培
地セルＳの上段の方に配置された植物の根は多量の空気と接することでき、植物の根は充
分な量の水分に接する共に、充分な量の空気を呼吸できる。したがって、上記のように、
３６５日２４時間持続的に植物の根に養液と空気を供給して植物が最適の状態に成長する
ように維持させることができる。
又、前記養液供給台５１が、植木鉢２１と養液貯蔵タンク４１との間に固定されて設置さ
れるので、前記養液供給台５１を支持台の形状に作って上方の植木鉢２１が支持されるよ
うにしたり、あるいは、その他の方法として前記養液供給台５１が別途の支持手段により
支持される構造にすることもできる。
【００４８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明による底面灌水法を用いた植物栽培方法とその装置は、次の
ような効果が得られる。
本発明による培地セルは、人工培地が一つの単位にパッケージ化されているので、培地セ
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ルに苗木を植え又は播種した植物を、成長した後に別の場所に植物の根が保持された培地
と一緒にそのまま簡単に移動させることができ、育成させることが容易であり、花卉農園
のように花を連続して排出し又は特定植物を毎日連続して排出する場合に、苗木及び種は
別の場所で育て、温室では常に生産準備の完了された成木だけを栽培するようにして、温
室の一部を準備状態に置かず、温室の全体を常に生産可能な成木が準備された状態に維持
することにより、経済的な効果を得ることができる。
【００４９】
又、本発明に係る通気植木鉢は、植物の成長に必要な水分と栄養分を常に吸収すると共に
、根に必要とされる空気も同時に供給を受けるので、別途の水の管理などに特別に気を付
けなくても、植物の根を、乾燥又は過湿に起因するストレスのない最適の環境を維持する
ことができ、植物を高速で成長させることができる。
【００５１】
そして、本発明では養液貯蔵タンクから植木鉢が遠く離れているか又は高い所に設置され
ている場合であっても、植木鉢に植えられた植物の成長に最適な状態となるように、植物
の成長に必要とされる水分を自動に常に一定量供給することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る培地セルの一実施例を示した斜視図である。
【図２】本発明に係る培地セルの他の実施例を示した斜視図である。
【図３】本発明に係る通気植木鉢の一実施例を示した斜視図である。
【図４】本発明に係る通気植木鉢の他の実施例を示した断面図である。
【図５】培地セルを図３の通気植木鉢に安着させて植物を栽培する状態を示した断面図で
ある。
【図６】本発明に係る培地セルを入れた通気植木鉢を養液貯蔵タンク内に入れた状態を示
した斜視図である。
【図７】本発明に従い培地セルの内部下段に植物の根部分を冷却又は加熱させるための冷
却／加熱機構が設置された状態を示した断面図である。
【図８】多段に設置された培地セルに養液を供給する養液供給装置を示した断面図である
。
【図９】図８の他の実施例として本発明に係る培地セルが水源よりも高い所に設置された
場合、養液を水源から自動に培地セルに供給する養液供給装置の一例を示した断面図であ
る。
【符号の説明】
１　培地
３　内部包装シート
５　外部包装シート
７　上部包装シート
９　下部包装シート
１１　通水孔
１３　切開案内部
２１　通気植木鉢
２３　通気孔
２５、４１　養液貯蔵タンク
３１　冷却／加熱空気パイプ
３３　砂利
３５　空気誘導用植木鉢
４３　養液供給パイプ
４５　養液供給用モータ
５１　養液供給台
５３、５７　高密度水分吸収材
５５　蛇腹管
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５９　螺旋管
Ｓ　培地セル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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